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外
国
郵
便
実
現
に
貢
献
し
た
ブ
ラ
イ
ア
ン

江
戸
時
代
に
外
国
と
の
窓
口
と
な
っ
て
い
た

オ
ラ
ン
ダ
な
ど
を
経
由
し
て
多
少
の
情
報
は
伝

播
し
て
い
た
も
の
の
、
欧
米
の
人
々
が
極
東
の

島
国
を
訪
問
す
る
の
に
は
勇
気
が
必
要
で
あ
っ

た
。
高
給
の
魅
力
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
能
力
の

あ
る
人
々
が
到
来
し
、
滞
在
す
る
に
つ
れ
て
日

本
の
文
化
や
自
然
に
魅
入
ら
れ
、
期
待
以
上
の

貢
献
を
し
て
く
れ
た
こ
と
は
日
本
に
と
っ
て
幸

運
で
あ
っ
た
。
紙
幅
の
関
係
で
数
人
で
し
か
な

い
が
、
そ
の
よ
う
な
人
々
を
紹
介
す
る
。

飛
鳥
時
代
に
は
全
国
に
文
書
を
送
付
す
る
駅

制
が
あ
り
、
以
後
も
類
似
の
制
度
は
あ
っ
た
が

支
配
階
級
の
手
段
で
あ
っ
た
。
江
戸
時
代
に
は

飛
脚
が
文
書
や
荷
物
を
輸
送
す
る
制
度
が
実
現

し
た
が
、
一
般
が
利
用
す
る
に
は
高
額
で
あ
っ

た
。
明
治
時
代
に
な
り
、
前
島
密
と
杉
浦
譲
が

一
八
七
一
年
に
郵
便
制
度
を
実
現
す
る
が
、
国

内
郵
便
だ
け
で
あ
り
、
海
外
に
文
書
を
送
付
す

る
に
は
日
本
に
進
出
し
て
い
る
外
国
の
窓
口
を

利
用
す
る
し
か
方
法
が
な
か
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
一
八
七
二
年
に
ア
メ
リ

カ
公
使
C
・
デ
ロ
ン
グ
が
副
島
種
臣
外
務
卿
を

訪
問
し
、
米
国
逓
信
省
外
国
郵
便
局
に
勤
務
経

験
の
あ
る
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ブ
ラ
イ
ア
ン
が
来
日

す
る
の
で
外
国
郵
便
開
設
の
相
談
を
す
る
こ
と

を
助
言
し
た
。
来
日
し
た
ブ
ラ
イ
ア
ン
は
駅
逓

頭
前
島
密
と
面
談
し
、
日
本
で
外
国
郵
便
を
開

始
す
れ
ば
、
郵
便
の
数
量
が
急
増
し
て
政
府
に

多
額
の
収
入
が
あ
る
と
明
確
に
提
示
し
た
こ
と

も
あ
り
、
雇
用
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

当
時
の
東
京
に
あ

っ
た
郵
便
局
舎
は
ア
メ
リ

力
と
比
較
す
る
と
粗
末
な
小
屋
で
あ
り
、
ブ
ラ

イ
ア
ン
は
落
胆
す
る
が
、
開
国
し
た
ば
か
り
の

日
本
で
活
躍
し
よ
う
と
渡
航
し
て
き
た
目
的
を

達
成
す
る
た
め
、
デ
ロ
ン
グ
公
使
か
ら
井
上
馨

大
蔵
副
大
臣
に
外
国
郵
便
制
度
を
実
現
す
る
最

初
の
仕
事
は
外
国
と
郵
便
交
換
の
約
定
を
締
結

す
る
こ
と
で
あ
る
た
め
、
そ
の
仕
事
を
ブ
ラ
イ

・
ア
ン
に
委
任
し
た
ら
ど
う
か
と
推
挙
し
て
も
ら

う
段
取
り
を
し
た
。

そ
こ
で
ブ
ラ
イ
ア
ン
は
十
六
ケ
条
か
ら
な
る

ア
メ
リ
カ
と
の
郵
便
交
換
条
約
の
草
案
と
日
本

が
外
国
郵
便
を
独
自
に
実
施
し
た
場
合
の
収
支

の
概
算
を
作
成
し
た
。
さ
ら
に
条
約
締
結
か
ら

六
ヶ
月
後
に
は
ア
メ
リ
カ
が
日
本
国
内
で
実
施

し
て
い
る
郵
便
業
務
か
ら
撤
退
す
る
こ
と
も
記

載
し
た
。
早
速
、

一
八
七
三
年
四
月
に
政
府
は

ブ
ラ
イ
ア
ン
を
ア
メ
リ
カ
に
派
遣
し
、
高
木
三

郎
代
理
公
使
と
と
も
に
ア
メ
リ
カ
政
府
と
交
渉

し
、
難
航
し
た
が
締
結
に
成
功
し
た
。

政
府
は
横
浜
に
郵
便
局
舎
を
建
設
し
て
一
八

七
五
年
に
開
業
式
典
を
挙
行

（図
1
)、
ブ
ラ
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古
代
の
地
中
海
域
の
中
心
都
市
で
あ
っ
た
ア

全
国
に
灯
台
を
建
設
し
た
ブ
ラ
ン
ト
ン

イ
ア
ン
が
外
国
郵
便
課
長
に
就
任
し
た
。
ま
た

日
本
が
万
国
郵
便
連
合
に
加
盟
す
る
た
め
七
七

年
に
ド
イ
ツ
に
派
遣
さ
れ
、
青
木
周
蔵
駐
独
公

使
と
と
も
に
加
盟
を
実
現
し
た
。
ブ
ラ
イ
ア
ン

の
月
給
は
四
五

0
円
で
、
そ
の
時
期
の
伊
藤
博

文
参
議
の
月
給
五

0
0円
と
比
較
し
て
破
格
で

あ
っ
た
が
、
外
国
郵
便
の
実
現
に
貢
献
し
た
こ

と
は
確
実
で
あ
り
、
八
二
年
に
帰
国
す
る
と
き

に
政
府
は
旭
日
章
を
授
与
し
て
い
る
。 図 1横浜郵便局開業之図 (1875)

（提供：郵政博物館）

図2R・ ブラントン (l84 l -l 901) 

レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
の
港
湾
の
入
口
に
は
世
界
七

不
思
議
と
さ
れ
て
い
た
巨
大
な
フ
ァ
ロ
ス
灯
台

が
建
造
さ
れ
、
船
舶
の
航
行
の
目
印
と
な
っ
て

い
た
。
そ
れ
に
比
較
し
て
、
日
本
で
は
昼
間
は

狼
煙
、
夜
間
は
締
火
が
使
用
さ
れ
る
程
度
で
あ

っ
た
が
、
江
戸
末
期
に
な
り
、
江
戸
幕
府
と
外

国
と
の
条
約
に
八
基
の
灯
台
を
各
地
に
建
設
す

る
こ
と
が
記
載
さ
れ
た
。
し
か
し
、
幕
府
の
崩

壊
に
よ
り
中
断
し
て
い
た
。

こ
れ
を
継
承
し
た
明
治
政
府
は
フ
ラ
ン
ス
の

技
師
に
よ
り
、
一
八
六
九
年
に
三
浦
半
島
の
先

端
に
「
観
音
埼
灯
台
」
を
建
設
、
以
後
も
「
野

島
埼
灯
台
」
「
城
ヶ
島
灯
台
」
な
ど
を
建
設
す

る
が
、
さ
ら
に
全
国
に
建
設
す
る
た
め
、
幕
末

に
来
日
し
て
い
た
三
名
の
イ
ギ
リ
ス
の
技
師
に

依
頼
す
る
。
そ
の
中
心
が
当
時
二
十
六
歳
の
リ

図3六連島灯台

チ
ャ
ー
ド
・
ブ
ラ
ン
ト
ン

（図
2
)
で
月
給
は

六
0
0
円
で
あ
っ
た
。
明
治
政
府
の
大
臣
と
同

等
で
あ
っ
た
か
ら
大
変
な
待
遇
で
あ
る
。

ブ
ラ
ン
ト
ン
は
妻
子
と
と
も
に
日
本
に
七
年

滞
在
す
る
が
、
一
八
七

0
年
に
完
成
し
た
日
本

最
古
の
洋
式
灯
台
で
紀
伊
半
島
南
端
に
あ
る

「
樫
野
埼
灯
台
」
か
ら
七
六
年
に
下
関
北
部
の

角
島
に
設
置
し
た
「
角
島
灯
台
」
ま
で
全
国
に

二
十
六
の
灯
台
を
設
計
建
設
し
、
「
日
本
の
灯

台
の
父
」
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち

「犬
吠

埼
灯
台
（
銚
子
）
」
「
六
連
島
灯
台
（
下
関
）
」
（
図

3
)
「
角
島
灯
台
（
下
関
）
」
「
部
埼
灯
台
（
北

九
州
）
」
は
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

ブ
ラ
ン
ト
ン
が
灯
台
以
外
に
貢
献
し
た
分
野
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が
電
信
技
術
で
あ
る
。
一
八
二

0
年
代
に
欧
米

で
発
明
さ
れ
、
日
本
に
は
ペ
リ
ー
艦
隊
が
再
度

来
日
し
た
五
四
年
に
送
受
信
機
を
持
参
し
て
横

浜
で
実
演
し
て
い
る
。
明
治
政
府
で
灯
台
を
所

管
し
て
い
た
寺
島
宗
則
は
電
信
装
置
一
式
の
輸

入
を
ブ
ラ
ン
ト
ン
に
依
頼
し
た
。
ブ
ラ
ン
ト
ン

は
本
国
で
は
鉄
道
技
師
で
あ
っ
た
が
、
当
時
は

鉄
道
路
線
に
並
行
し
て
電
線
を
敷
設
し
て
い
た

た
め
知
識
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

翌
年
一
八
六
九
年
に
イ
ギ
リ
ス
か
ら
到
薦
し

た
ブ
レ
ゲ
ー
式
電
信
機
は
横
浜
市
内
に
設
置
さ

れ
、
日
本
最
初
の
官
用
電
信
が
実
現
し
た
。
さ

ら
に
横
浜
と
東
京
の
区
問
に
も
電
線
が
敷
設
さ

れ
、
こ
れ
は
私
用
に
も
提
供
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
ブ
ラ
ン
ト
ン
は
大
阪
と
神
戸
の
区
間
の

電
信
架
設
計
画
に
も
参
加
し
、
七

0
年
八
月
に

運
用
が
開
始
さ
れ
た
。
前
述
の
よ
う
に
政
府
は

高
給
を
支
払
っ
た
が
、
そ
れ
に
十
分
見
合
う
貢

献
を
し
た
御
雇
外
国
人
で
あ
っ
た
。

鎖
国
政
策
の
た
め
江
戸
時
代
に
流
入
し
て
き

た
医
学
情
報
は
長
崎
経
由
の
オ
ラ
ン
ダ
を
中
心

と
す
る
内
容
で
あ
っ
た
が
、
開
国
し
て
み
る
と

ド
イ
ツ
の
医
学
が
優
秀
だ
と
判
明
し
、
明
治
時

代
に
留
学
し
た
若
者
も
R
・
コ
ッ
ホ
、

P
．
工

ー
リ
ッ
ヒ
な
ど
ド
イ
ツ
の
医
師
に
師
事
し
て
い

医
学
の
発
展
に
貢
献
し
た
ペ
ル
ツ

た
。
そ
の
状
況
を
反
映
し
、
東
京
大
学
に
招
聘

さ
れ
た
御
雇
外
国
人
も
外
科
は

J
.
C
・
ス
ク

リ
バ
、
内
科
は

エ
ル
ウ
ィ
ン

・
ベ
ル
ツ

（図
4
)

な
ど
ド
イ
ツ
の
学
者
で
あ

っ
た
。

一
八
四
九
年
に
ド
イ
ツ
の
地
方
都
市
ビ
ー
テ

ィ
ッ
ヒ
ハ
イ
ム
に
誕
生
し
た
ベ
ル
ツ
は
チ
ュ
ー

ビ
ン
ゲ
ン
大
学
と
ラ
イ
プ
チ
ヒ
大
学
で
医
学
を

勉
強
し
、
ラ
イ
プ
チ
ヒ
大
学
病
院
で
、
日
本
の

医
療
行
政
を
担
当
し
て
い
た
医
師
相
良
知
安
の

実
弟
相
良
元
貞
を
治
療
し
た
こ
と
か
ら
評
価
さ

れ
、
青
木
周
蔵
日
本
公
使
か
ら
東
京
医
学
校
（東

京
大
学
医
学
部
の
前
身
）
の
内
科
医
師
と
し
て

招
聘
さ
れ
、
二
年
契
約
で
承
諾
し
、
二
十
七
歳

で
あ
っ
た
一
八
七
六
年
に
日
本
へ
出
発
し
た
。

六
月
に
横
浜
か
ら
東
京
に
到
蒲
し
、
勤
勉
な

性
格
の
ベ
ル
ツ
は
五
日
後
に
は
東
京
医
学
校
で

りV'"I!

図4E・ベルツ (1849-1913)

授
業
と
と
も
に
研
究
を
開
始
し
た
。
当
時
の
日

本
で
は
肺
結
核
や
恙
虫
病
が
深
刻
な
事
態
で
あ

り
、
そ
の
原
因
の
究
明
や
治
療
の
方
法
を
研
究

す
る
う
ち
に
日
本
へ
の
関
心
が
拡
大
し
、
当
初

の
契
約
の
二
年
を
経
過
し
て
以
後
も
東
京
大
学

教
授
と
し
て
滞
在
す
る
よ
う
に
な
り、

最
初
の

帰
国
は
来
日
か
ら
八
年
が
経
過
し
た
一
八
八
四

年
で
あ

っ
た
。

父
親
は
す
で
に
病
没
し
て
い
た
が
、
家
族
と

出
会
い
、
翌
年
、
ス
エ
ズ
運
河
を
通
行
し
て
日

本
へ
到
藩
し
、
＿

八
八
八
年
に
は
以
前
か
ら
同

居
し
て
い
た
戸
田
花
子
と
結
婚
し
た
。
ベ
ル
ツ

は
研
究
熱
心
で
八
二
年
に
日
本
で
出
版
さ
れ
た

『内
科
病
論
」
は
日
本
に
特
有
の
病
気
な
ど
に

つ
い
て
も
解
説
し
た
た
め
需
要
が
あ
り
、
六
刷

ま
で
増
刷
さ
れ
た
。
ま
た
専
門
分
野
以
外
に
日

本
の
文
化
に
も
精
通
す
る
よ
う
に
な
り
、
約
六

0
 0
0点
の
作
品
を
収
集
し
て
い
る
。

ベ
ル
ツ
の
名
声
は
拡
大
し
、
宮
中
で
講
義
を

し
た
効
果
も
あ

っ
て
皇
室
の
侍
医
に
な
り
、
嘉

仁
親
王
（
大
正
天
皇
）
の
健
康
回
復
の
た
め
葉

山
で
の
転
地
療
養
を
推
奨
し
た
結
果
、
一

八
九

四
年
に
葉
山
御
用
邸
が
建
設
さ
れ
、
葉
山
が
高

級
別
荘
地
帯
と
な
る
契
機
と
な
っ

た
。
し
か
し

東
京
大
学
と
の
関
係
が
次
第
に
微
妙
に
な
り
、

一
九

0
五
年
に
二
十
九
年
問
の
日
本
滞
在
を
切

上
げ
、
夫
人
や
子
供
と
と
も
に
ド
イ
ツ
に
帰
国
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図5 B・ ライマン (1835-1920)

し
た
が
、
西
洋
医
学
の
日
本
へ
の
導
入
に
多
大

の
貢
献
を
し
た
御
雇
外
国
人
で
あ
っ
た
。

地
質
調
査
を
伝
授
し
た
ラ
イ
マ
ン

ア
メ
リ
カ
の
内
戦
・
南
北
戦
争
が
一
八
六
五

年
に
終
結
し
て
三
年
が
経
過
し
た
六
八
年
に
日

本
に
も
内
戦
・
箱
館
戦
争
が
勃
発
し
た
。
翌
年

の
終
結
と
と
も
に
明
治
政
府
は
蝦
夷
地
か
ら
北

海
道
と
な
っ
た
土
地
の
開
発
の
た
め
「
開
拓

使
」
を
設
置
し
た
。
本
州
以
南
と
は
風
土
が
相

違
す
る
た
め
、
類
似
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
か
ら

多
数
の
人
間
を
招
聘
し
た
が
、
そ
の
一
人
が
鉱

物
資
源
探
査
の
た
め
の
地
質
調
査
を
す
る
ベ
ン

ジ
ャ
ミ
ン

・
ラ
イ
マ

ン

（図
5
)
で
あ

っ
た
。

一
八
三
五
年
に
ア
メ
リ
カ
東
部
に
誕
生
し
た

ラ
イ
マ
ン
は
ハ

ー
バ
ー
ド
大
学
で
法
律
を
勉
強

し
た
が
、
開
拓
時
代
の
ア
メ
リ
カ
の
影
暫
で
地

質
や
鉱
物
に
興
味
を
も
ち
、
五
九
年
か
ら
六
二

年
ま
で
フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
の
鉱
山
学
校
で
勉

強
し
、
帰
国
し
て
か
ら
は
地
質
学
者
で
あ

っ
た

伯
父
の
指
導
で
ア
メ
リ
カ
各
地
の
実
地
調
査
に

従
事
し
た
。
七
0
年
に
は
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
依

頼
に
よ
り
イ
ン
ド
で
石
油
探
査
に
も
従
事
し
て

い
た
。

そ
の
よ
う
な
時
期
に
、
一
八
七
一
年
に
渡
米

し
て
い
た
開
拓
長
官
の
黒
田
清
隆
が
農
務
局
長

で
あ

っ
た
ホ
ー
レ
ス

・
ケ
プ
ロ
ン
を
開
拓
顧
問

に
招
聘
し
、
ケ
プ
ロ
ン
は
農
業
、
漁
業
、
鉱
業

な
ど
産
業
の
育
成
と
と
も
に
函
館
と
札
幌
を
連

絡
す
る
道
路
計
画
を
推
進
す
る
な
ど
様
々
な
基

盤
整
備
を
構
想
す
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
地
質

調
査
が
必
要
と
し
て
、
ラ
イ
マ
ン
と
助
手
と
し

て
マ
ン
ロ
ー
を
三
年
契
約
で
雇
用
し
、
二
人
は

七
二
年
に
来
日
し
た。

全
道
を
調
査
し
た
ラ
イ
マ
ン
は
開
発
効
果
が

期
待
で
き
る
の
は
石
炭
し
か
な
い
と
炭
田
の
発

見
に
注
力
し
、
幕
別
炭
田
、
美
唄
炭
田
、
幌
内

炭
田
な
ど
を
発
見
し
精
密
な
地
質
図
も
作
成
し

た

（図
6
)
。
ま
た
幌
内
か
ら
幌
向
ま
で
鉄
道

を
建
設
し
、
幌
向
か
ら
石
狩
川
を
利
用
し
て
舟

運
で
小
樽
港
ま
で
石
炭
を
運
搬
、
大
型
船
舶
で

全
国
に
輸
送
す
る
計
画
も
立
案
し
た
が
、
途
中

の
地
盤
が
軟
弱
の
た
め
、
幌
内
か
ら
小
樽
ま
で

直
結
す
る
幌
内
鉄
道
に
変
更
し
て
実
現
し
た
。

開
拓
使
と
の
三
年
契
約
は
延
長
さ
れ
て

一
八

七
七
年
ま
で
勤
務
す
る
が
、
以
後
は
内
務
省
勧

業
寮
に
移
動
し
、
さ
ら
に
月
給
九
五

0
円
で
エ

部
省
工
作
局
や
工
部
省
鉄
道
局
に
転
勤
、
新
潟

や
静
岡
の
油
田
調
査
、
東
北
・
九
州
・
四
国
な

ど
の
地
質
調
査
に
従
事
し
た
。
そ
れ
ら
の
調
査

の
過
程
で
、
ラ
イ
マ
ン
は
同
行
す
る
日
本
の
助

手
を
教
育
し
て
測
量
技
術
の
普
及
な
ど
に
貢
献

し
、
八
一
年
に
帰
国
し
、
ア
メ
リ
カ
で
鉱
山
技

師
と
し
て
活
躍
し
た
。
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